
ｓ
ｈ 

                             

                              

                              

唱
歌
『
青
葉
の
笛
』 

 

一
ノ
谷
の
合
戦
に
お
い
て
、
熊
谷
次
郎

直
実
と
の
一
騎
討
ち
に
よ
っ
て
討
ち
取
ら

れ
た
平
敦
盛
の
最
期
の
姿
を
語
る
「
敦
盛

最
期
」
は
、
『
平
家
物
語
』
の
中
で
も
特

に
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。 

美
し
い
若
武
者
敦
盛
は
討
た
れ
た
時
に

腰
に
錦
の
袋
に
入
っ
た
笛
を
差
し
て
お
り
、

討
ち
取
っ
た
後
に
笛
に
気
づ
い
た
直
実
は

風
雅
な
敦
盛
の
心
に
涙
を
流
し
ま
し
た
。 

こ
の
場
面
は
謡
曲
や
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
伝
え
ら
れ
広
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
明
治
に
な
る
と
、
唱
歌
『
青
葉

の
笛
』
が
作
ら
れ
ま
す
。
詞
を
書
い
た
の

は
『
鉄
道
唱
歌
』
を
作
詞
し
た
大
和
田 

建
樹
、
曲
を
作
っ
た
の
は
『
キ
ン
タ
ロ

ウ
』
『
う
ら
し
ま
た
ろ
う
』
の
作
曲
で
知

ら
れ
る
田
村
虎
蔵
。
一
番
で
は
平
敦
盛
、

二
番
は
平
忠
度
の
最
期
が
歌
わ
れ
て
お
り
、

明
治
三
十
九
年
の
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
掲

載
時
に
は
『
敦
盛
と
忠
度
』
と
い
う
題

だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

敦
盛
ゆ
か
り
の
「
青
葉
の
笛
」
が
展
示

さ
れ
て
い
る
須
磨
寺
に
は
、
こ
の
歌
の
歌

詞
と
楽
譜
が
刻
ま
れ
た
音
楽
碑
が
あ
り
ま

す
。
隣
に
は
曲
を
演
奏
で
き
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
あ
り
、
敦
盛
を
偲
ぶ
旋
律
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

須磨寺『青葉の笛』音楽碑 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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須磨寺「源平の庭」 

平敦盛（左）と熊谷次郎直実（右）像 

 

く
ま
が
い
じ
ろ
う 

な
お
ざ
ね

た

け

き



－新しく入った本－ 

神
戸
モ
ス
ク
―
建
築
と
街
と
人 

宇
高
雄
志

（
東
方
出
版
） 

異
人
館
街
の
近
く
、
中
央
区
中
山
手

通
に
あ
る
神
戸
ム
ス
リ
ム
モ
ス
ク
は
、

昭
和
十
年
に
竣
工
し
た
。
当
時
、
洋
館

が
建
ち
並
ぶ
界
隈
に
お
い
て
も
、
屋
根

の
上
に
大
き
な
ド
ー
ム
と
二
つ
の
ミ
ナ

レ
ッ
ト
（
塔
）
を
持
つ
モ
ス
ク
は
目
を

引
く
存
在
で
あ
っ
た
。 

日
本
最
古
で
現
存
す
る
神
戸
ム
ス
リ

ム
モ
ス
ク
の
設
計
・
施
工
に
携
わ
っ
た

人
々
や
そ
の
背
景
。
設
計
当
時
の
図
面

と
現
況
と
の
相
違
点
な
ど
建
築
物
と
し

て
の
モ
ス
ク
の
検
証
。
そ
し
て
、
戦
災

や
震
災
を
共
に
経
験
し
た
人
々
の
宗
教

を
越
え
た
関
わ
り
が
、
約
八
十
年
の
神

戸
モ
ス
ク
の
歴
史
を
中
心
に
記
さ
れ
て

い
る
。 

            

絵
葉
書
で
見
る
神
戸
―
ハ
イ
カ
ラ
・
モ
ダ

ン
の
時
代 

石
戸
信
也
（
神
戸
新
聞
総
合
出

版
セ
ン
タ
ー
） 

開
港
一
五
〇
年
を
記
念
し
、
著
者
の

五
千
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

明
治
～
昭
和
の
神
戸
の
絵
葉
書
を
紹
介
。 

風
景
や
観
光
だ
け
で
な
く
、
学
校 

行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
企
業
、
ビ
ル

の
竣
工
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
発
行
さ

れ
て
き
た
絵
葉
書
は
、
町
の
歴
史
と

人
々
の
暮
ら
し
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。 

各
葉
に
添
え
ら
れ
た
短
い
説
明
文
が

要
点
を
突
き
、
図
柄
を
よ
り
深
く
楽
し

ま
せ
る
。
写
真
館
と
写
真
師
、
商
館
ラ

ベ
ル
な
ど
、
コ
ラ
ム
欄
も
興
味
深
い
。 

 

読
む
パ
ン
ダ 

黒
柳
徹
子
選 

日
本
ペ
ン
ク

ラ
ブ
編
（
白
水
社
） 

 
 

小
説
家
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
映
画
監
督
、
パ
ン
ダ
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
な
ど
各
界
の
パ
ン
ダ
愛
好
家
と

歴
代
飼
育
員
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。 

 
 

元
上
野
動
物
園
飼
育
員
の
話
で
は
、

日
本
で
初
め
て
パ
ン
ダ
を
迎
え
た
と
き

の
興
奮
と
驚
き
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ

れ
か
ら
四
十
五
年
間
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
の
日
本
の
パ
ン
ダ
飼
育
の
歴
史
が

ま
と
め
ら
れ
、
謎
の
多
い
生
態
や
赤

ち
ゃ
ん
パ
ン
ダ
誕
生
秘
話
が
明
か
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
王
子
動
物
園
の
話
も
収
録
。 

ひ
ょ
う
ご
の
庭
園
―
図
絵
で
読
み
解
く 

 

西
桂 

三
谷
景
一
郎
画
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

兵
庫
県
内
の
日
本
庭
園
七
十
九
ヶ
所

を
、
ス
ケ
ッ
チ
・
図
・
写
真
を
使
い
、

平
面
図
に
番
号
を
付
し
て
解
説
す
る
。 

神
戸
市
内
で
は
十
四
の
庭
を
紹
介
。

「
須
磨
離
宮
公
園
」
と
し
て
知
ら
れ
る

「
旧
武
庫
離
宮
庭
苑
」
は
、
か
つ
て
明

治
天
皇
の
別
荘
地
だ
っ
た
。
元
神
戸
市

長
小
寺
謙
吉
の
本
邸
で
も
あ
っ
た
「
相

楽
園
」
は
戦
災
で
主
な
建
物
が
焼
失
、

現
在
で
は
旧
ハ
ッ
サ
ム
邸
な
ど
の
移
築

に
よ
り
異
国
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。 

庭
園
文
化
が
身
近
に
な
る
一
冊
。 

 

兵
庫
県
の
鉄
道
―
昭
和
～
平
成
の
全
路
線 

野
沢
敬
次
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ス) 

明
治
七
年
五
月
に
大
阪
～
神
戸
間
に

関
西
初
の
鉄
道
が
開
業
し
た
。
そ
の
後
、

兵
庫
県
内
各
地
に
も
鉄
道
が
次
々
と
敷

設
さ
れ
て
い
っ
た
。 

本
書
は
、
県
内
を
通
る
各
路
線
の
歴

史
を
、
主
に
昭
和
期
に
撮
影
さ
れ
た
懐

か
し
い
写
真
と
と
も
に
振
り
返
る
。 

現
役
路
線
を
取
り
上
げ
た
「
国
鉄
・

Ｊ
Ｒ
」
「
私
鉄
・
公
営
鉄
道
」
の
章
の

他
、
淡
路
島
の
鉄
道
線
や
姫
路
市
営
モ

ノ
レ
ー
ル
と
い
っ
た
廃
止
路
線
も
全
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

            

バ
ー
「
サ
ン
ボ
ア
」
の
百
年 

新
谷
尚
人 

（
白
水
社
） 

「
サ
ン
ボ
ア
」
は
大
正
七
年
、
神
戸

花
隈
で
始
ま
り
、
現
在
、
京
都
・
大

阪
・
東
京
に
店
舗
を
持
つ
。
か
つ
て
、

谷
崎
潤
一
郎
、
古
川
ロ
ッ
パ
に
も
愛
さ

れ
た
と
い
う
バ
ー
の
名
店
で
あ
る
。 

著
者
は
北
新
地
サ
ン
ボ
ア
を
開
い
た

人
で
、
過
去
の
案
内
状
、
企
業
誌
、
聞

き
取
り
、
記
憶
な
ど
を
も
と
に
歴
史
を

遡
っ
て
い
る
。
創
業
者
・
岡
西
繁
一
に

つ
い
て
の
記
録
は
少
な
く
、
開
業
か
ら

昭
和
時
代
を
知
る
人
が
減
っ
て
い
く
中
、

本
書
を
ま
と
め
た
の
は
、
新
た
な
情
報

が
寄
せ
ら
れ
る
の
を
願
っ
て
の
こ
と
。 

 
 

著
者
が
薫
陶
を
受
け
た
店
長
や
お
客

様
方
へ
の
敬
意
、
「
サ
ン
ボ
ア
」
を
名

乗
る
こ
と
へ
の
誇
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200229260&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200557077&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200230441&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200558328&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200230836&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200560733&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200235099&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200570032&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200230017&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200558474&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200231253&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200555813&type=CtlgBook


－新しく入った本－ 
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チ
ョ
コ
レ
ー
ト
物
語
―
一
粒
の
お
く
り
物

を
伝
え
た
男 

佐
和
み
ず
え
（
く
も
ん
出

版
） 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
菓
子
で
知
ら
れ
る

「
モ
ロ
ゾ
フ
」
の
名
を
世
に
広
め
た
男

と
そ
の
家
族
の
物
語
。
男
の
名
は
ワ
レ

ン
テ
ィ
ン
（
通
称
ワ
ー
リ
ャ
）
と
い
う
。 

 
 

モ
ロ
ゾ
フ
一
家
は
、
ロ
シ
ア
革
命
を

逃
れ
、
大
正
の
終
わ
り
に
神
戸
で
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
店
を
開
く
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
溶
か
す
日
本
の
猛
暑
、
経
営
を
め
ぐ

る
日
本
人
協
力
者
と
の
決
別
な
ど
、
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
ワ
ー
リ
ャ
は

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
作
り
に
生
涯
を
か
け
る
。

亡
命
直
前
に
食
べ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
彼
は
、

み
ん
な
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
す
る
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
作
り
、
多
く
の
人
に
届
け

続
け
た
。
小
学
生
向
け
。 

           

阪
神
間
か
ら
伝
え
た
い
―
人
・
ま
ち
・
文

化 

阪
神
文
化
交
游
会
編
集
・
発
行 

阪
神
文
化
交
游
会
は
、
生
涯
学
習
と

人
々
の
交
流
を
目
的
に
発
足
し
た
。
本

書
は
『
阪
神
間
か
ら
の
贈
り
も
の
』
に

次
ぐ
第
二
弾
に
あ
た
る
。 

日
本
画
家
や
文
楽
太
夫
な
ど
各
分
野

の
専
門
家
を
迎
え
た
講
演
の
記
録
と
、

会
員
の
随
想
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

随
想
の
テ
ー
マ
は
、
昭
和
三
十
六
年

の
神
戸
の
豪
雨
災
害
の
記
憶
や
趣
味
で

始
め
た
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
な
ど
様
々
で
、

会
員
た
ち
の
多
彩
な
活
動
を
覗
く
こ
と

が
で
き
る
。 

 

た
べ
も
の
九
十
九 

高
山
な
お
み
（
平
凡

社
） 

料
理
や
食
に
つ
い
て
の
著
作
、
テ
レ

ビ
出
演
な
ど
、
幅
広
い
活
躍
を
す
る
著

者
の
最
新
エ
ッ
セ
イ
。
五
十
音
順
に
並

ぶ
四
十
三
の
話
題
は
多
種
多
様
だ
が
、

け
ん
ち
ん
汁
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
で
は
母
、

祖
母
と
の
思
い
出
が
に
じ
み
出
る
。
ま

た
二
年
前
か
ら
神
戸
で
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
た
め
、
「
そ
ば
め
し
」
な
ど

ロ
ー
カ
ル
な
話
題
も
顔
を
覗
か
せ
る
。 

近
年
は
絵
本
も
手
掛
け
る
著
者
。
相

棒
で
あ
る
絵
本
画
家
に
習
っ
た
と
い
う

自
身
の
挿
絵
も
魅
力
的
。 

 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

神
戸
と
コ
ー
ヒ
ー 

神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
編
集
・
発
行 

お
布
団
は
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン 

木
皿
食
堂
３ 

木
皿
泉
（
双
葉
社
） 

                        

恐
ろ
し
き
四
月
馬
鹿 

横
溝
正
史
ミ
ス
テ
リ 

短
篇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１ 

日
下
三
蔵
編
（
柏

書
房
） 

さ
な
え
さ
ん
の
て
―
神
戸
空
襲
と
わ
た
し

の
人
生 

石
野
早
苗 

小
城
智
子 

杉
本
安

希
絵
（
神
戸
平
和
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
会
） 

  

ジョーイ・エブラハム Joey Abraham 

箙 譲衛 えびら・じょうえ 
明治29年(1896) ～ 昭和49年(1974) 

 

神戸  その ⑬ 
あんな人こんな人 

 

参考：『神戸スポーツはじめ物語』髙木應光（神戸新聞総合出版センター2006） 

写真・参考：『神戸っ子』36号、129号、131号（月刊「神戸っ子」編集室） 

ジョーイ・エブラハムは、神戸市中央区の中山手生まれ 

で、神戸のミッションスクールを経て、10歳のころ母国 

イギリスに留学します。ラグビーやクリケットなど本場 

仕込みの技とスポーツマン精神を身につけ、大正3年(1914) 

に帰国。休む暇もなく父が居留地に興した貿易会社エブラ 

ハム商会に参加しました。 

運動神経抜群の彼は神戸レガッタ＆アスレチッククラブに所属し、ラグビー

で華々しく活躍します。大正11年(1922)には、英国皇太子が

訪日した際に実現したプリンス・マッチにも出場。選手引退

後もコーチの草分けとして関西の学生の指導にあたり、神戸 

一中対二中の定期戦をはじめ、長く審判も務めるなど、神戸

でのラグビーの発展に寄与しました。昭和14年(1939)に帰化

した彼は日本名を箙譲衛と名乗り、おしゃれな紳士としても

有名で、神戸を愛し神戸に愛された人物と言えるでしょう。 

つ

く

も

エ
イ
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200232428&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200562566&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200228517&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200556975&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200233470&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200566965&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200227557&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200550164&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200232943&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200564403&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200229500&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200558919&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200232945&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200567428&type=CtlgBook
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

 
 
 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ 

８９ 

  
 
 

中
宮
古
墳
と
『
古
墳
址
記
』 

  

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
五
丁
目
、
相
楽

園
か
ら
西
へ
五
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、

「
古
墳
碑
」
と
刻
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
自
宅
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
古
墳

を
と
り
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
っ
た
際
、
当
時

の
土
地
の
所
有
者
で
あ
っ
た
山
口
力
氏
が
、

そ
の
消
失
を
惜
し
み
、
記
念
と
し
て
建
て

た
も
の
で
す
。 

       
 

大
正
十
五
年
発
行
の
『
古
墳
址
記
』
は
、

山
口
氏
が
編
ん
だ
も
の
で
、
漢
文
で
刻
ま

れ
た
碑
文
の
内
容
、
発
掘
前
の
古
墳
の
写

真
、
古
墳
調
査
の
経
緯
な
ど
が
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
古
墳
は
中
宮
古
墳
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
こ
の
あ
た
り
が
か
つ
て
中
宮

と
呼
ば
れ
る
村
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
来

て
い
ま
す
。
玄
室
長
五
．
三
ｍ
、
幅
二
ｍ

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
か
ら
は
、

金
銅
装
十
字
文
楕
円
形
透
彫
鏡
板
付
轡
や

刀
・
鉾
・
鉄
鏃
、
耳
環
・
須
恵
器
が
出
土

し
て
お
り
、
遺
物
は
多
種
に
及
ん
で
い
ま

す
。
石
室
は
包
丁
型
で
、
羨
道
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
の
記
載
か
ら
、
片
袖
式
石
室

で
、
埋
葬
場
所
が
袖
部
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
馬
具
や
須
恵
器
な
ど
か
ら

見
て
、
六
世
紀
中
ご
ろ
の
古
墳
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
玄
室
長
五
ｍ
を
越
え
る
規
模
は
、

大
型
石
室
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
の
地
域
の

盟
主
墳
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
よ
い
も
の 

で
す
。 

            

 
 

こ
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
発
掘
品
は
、

京
都
の
半
井
氏
に
預
け
ら
れ
、
考
察
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。
半
井
氏
と
い
う
の
は
、

京
都
府
寺
社
係
の
半
井
真
澄
の
こ
と
で
、

京
都
府
鹿
谷
古
墳
の
遺
物
出
土
の
際
、
絵

師
遠
藤
茂
平
を
伴
い
、
い
ち
早
く
調
査
を

行
な
っ
た
人
物
で
す
。
歴
史
に
造
詣
が
深

く
、
日
本
考
古
学
の
父
と
も
い
わ
れ
る

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ラ
ン
ド
と
も
面
識
が

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
中
宮
古
墳
の
遺
物

を
調
査
す
る
た
め
、
当
時
京
都
帝
国
大
学

の
梅
原
末
治
が
半
井
氏
の
も
と
を
尋
ね
て

い
ま
す
。
後
に
、
梅
原
氏
は
京
都
の
鹿
谷

古
墳
に
つ
い
て
、
絵
図
面
を
東
京
帝
国
博

物
館
か
ら
取
り
寄
せ
て
、
論
文
を
書
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
絵
図
面
製
作

者
・
半
井
氏
に
こ
の
時
に
出
会
っ
て
い
た

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
中
宮
古
墳
の
遺

物
を
調
べ
た
梅
原
氏
は
「
神
戸
中
宮
古
墳

と
そ
の
遺
物
」
と
い
う
一
文
を
記
し
て
い

ま
す
（『
古
墳
址
記
』
所
収
）。
梅
原
氏
の

目
に
触
れ
た
中
宮
古
墳
の
須
恵
器
は
そ
の

後
、
大
正
十
一
年
に
、
台
付
き
壺
ほ
か
五

点
が
、
京
都
帝
国
大
学
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

『
古
墳
址
記
』
の
文
中
に
は
、
近
く
に

黄
金
塚
古
墳
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
古
墳
は
現
存
し
て
お
り
、
昭
和

六
十
三
年
に
は
発
掘
調
査
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
『
神
戸
市
史
附
図
』
に
あ
る

「
武
庫
地
方
遺
物
遺
跡
分
布
図
」
に
は
、

多
数
の
遺
跡
が
六
甲
山
南
麓
に
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
多
く
の
古
墳
が
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

神
戸
開
港
以
来
、
市
の
発
展
に
つ
れ
て
、

そ
の
多
く
が
消
え
て
い
き
ま
し
た
。
市
街

地
化
に
よ
り
、
か
つ
て
古
墳
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
『
古
墳
址
記
』
に
記
さ
れ
た
調
査

記
録
は
、
神
戸
市
の
六
甲
南
麓
に
お
け
る

古
墳
調
査
と
し
て
は
、
早
い
時
期
の
事
例

と
し
て
貴
重
な
も
の
で
す
。
古
墳
の
場
所

を
示
す
石
碑
は
、
往
時
に
古
墳
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
証
人
と
し
て
、
今
も
そ
の
場

所
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。 
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